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ABSTRACT

Report　 on 　 the　Ecological　Survey　Qf　 Freshwater　 Planarians　 in　 the　 Nikk6　 National　Park ，
Honshfi ，　 Masaharu 　 KAwAKATsu 　 AND 　 Isao　 HoRIKosll ［ （Biological　 Laboratory ，　 Fuji
Women ’

s　College ，　 Sapporo ，
　 and 　 Mitsukaidδ Dai ’ichi　 High 　 Schoo［、　 Mit3ukaid6 ）．　 Zoet．

ルfag．78 ！ 196 − 203 　（1969 〕

The 　 vertical 　 d語 tribution　of 　 ffeshwater 　 planarians　 in　the 　Nikk6　 Nationa［Park 正n 　 the
northern 　part　 of 　the　Kant6　Region，　Honsha （La し 36°40’N ．　to　Lat ．37°OO／N ．　 and 　Long ，
139°1  ノE ．to　Long 。139°40’E ．），

　is　reported 　in　the 　present　paper ．　 The 　park 　is　characterized

by　 volcanoes 　 of　 the　 Nasu 　 Volcanic　 Zone （Mt ．　 Nantai ，　 Mt ．　Shirane ，　 etc ．）and 【nany

volcan 互c　lakes （Lake 　Chfizenji・ko，　Lake 　Sai−no −umi ，　 Lake　 Yu −no ・umi ，　 Lakc　Suga −numa ．
Lake　 Maru ・numa

，　 etc ．）．　 The 　 highest　 peak ，　Mt ．　 Shjrane （2578　M 　above 　sea 量evc1 ），　 is
located　at　the　central 　part　of 　the 　park ．　 The 　maln 　river 　 systems 　 in　the　 park　are 　 the
Daiya （1he　upper 　tributary　of 　the　Kinu 　River ），the 　K 三nu ，　the 　Katashina （the　 upper 　part
of　the 　Tone　River ） a 願d　the　Tadami （the　 upper 　part　of 　the 　Aga 　River ）．　The 　 Oze ・ga −
hara　Moor 　is　situated 　at 　the　norLh −we3tern 　cQrner 　of　the　park （Lake　Oze−nurna 　is　located
at　an 　 elevation 　on665 　M ）．
The 　survey 　Df　the　Daiya 　River 　 system （the 　 altitude 　 range 　from　530　 to　 2024　M ） was

made 　 in　 August ，September ，1968，　 Three 　 species 　 of 　 fre§hwater 　 planarians ，　 Dugesia

ゴψ o 規 co 　Ichikawa 　 et　 Kawakatsu ，　 Phago ‘ata 　vivida （【lirna　et 　Kaburak り and 　Poi）
’
celis

a
・
uriculata 　 Ijima　et　Kaburaki，　 were 　found 　 in　the 　 area 　 surveyed ．　Thcse 　 three 　 species

were 　aIso 　recorded 　by　Kaburaki （1922　a ，　b，1936） and 　 U6no （1934） from　the　same 　 river

sys 七em ．　Kaburaki （op ．　 cit ．） rccorded 　 Bdellecephata　brunnea 工」三ma 　 et　Kaburaki 　 in　the

vicinjty 　 of 　Nikk6 　City，　 In　the 　Ozc ・ga ・hara　Moor ，　 Pん．　 vivida 　 was 　 co1 且ected 、by　 Kawai

（in　litt、　and 　1954）、　 As 　far　aro　our 　present 　knowledge 　goes ，　the 　altitude 　of 　the　upPer

limit　 of 　distribution　 of ρ．　joPenica（J）was 　 ab   ut　1460　metres （the 、
・icinity　 of 　Yurnoto

Hot　Sprlng； cf ，　Kaburaki　 l922　a，　 b）．　 Ph．　 vivida 　（V ｝　was 　recorded 　irl　 the　 stations

within 　 the　altitude 　 range 　 from 　 abo ロt　 950　 to　1460　 metres ．　 Pot．　au 厂iculata．（A ） w 且s

recorded 　in　the　cold ・water 　3ta しions　wi しhin　the　alti しude 　 range 　 from 　 about 　 930　 to　 1660

metres ，　 The しype 　 of 　the　 vertieai 　distribution　 in　 the 　 park 　 i33hown 　 as　 J−JVA −A ．　 This
type　 belonga　to　the 　original 　type 　J−JV−JVA −VA −A 　 found 　 in　North 　Honsha （cf ．　Kawa ・

katsu　1965，1967）．　（Received　Junc　2，1969）

’

　 日 光 国 立 公 園 は 那 須 火 LI」帯 の 1辛i端 に 位置 す る 男体

山 （二 荒 Ll亅；2484　M ）
・
白根山 （2578　M ） と中禅寺

湖 （幸 の 湖 ；湖面の 標高 1271　M ）・湯 ノ 湖 （ユ ／ 1ン

．ミ）（湖 面 の 標高 1478M ＞・戦場 ガ 原湿原 と 金精峠 以

西 の 五色沼 ・菅沼 ・丸沼 ・大尻沼など
’
の 湖 沼群に 代

表 され る地 域 ，及 び 尾 瀬 沼 に 代 表 され る 広 大 な 湿 原

地 域 を 含ん で い る。当国立 公 園地 域 に お け る 淡水棲

196

三 岐 腸類 の 分布は ，故鏑木外岐雄博 士 が 日光町 （日

光市）〜湯 元 閲 を 調 査 され ，特に そ の 垂 直 分布 を報

告 され た （鑛 木 1922，1936；Kaburaki　 1922）． そ

の 後，上 野 益 三 博 ＋ は 日 光 火 山湖沼群 の 陸水学的調

査に 際して ， 淡水棲 三 岐腸 類の 分布 を 記 録 さ れ た

（上 野 1934）。　また ，尾 瀬 沼 地 域 の 淡 水 棲 三 岐 腸 類

は ，川
．
含禎次博 士 が 水棲昆虫類 の 調査の 際 に 採集 さ
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F

れ た 標本に っ い て の 断片的 な 知 見 が あ る　（川 合

1954）。

　上 記 の 鏑木博士 の 研究は 本 邦に お け る淡水凄 二 岐

腸 類 の 垂 直分布 を 調査 した 最初 の 仕事 で あ る。 こ の

調査 デ ー
ダ に 基 い て ， 占典的 に 重要な論 交

“
日本

及歐洲 に 於 け る 淡水産渦蟲 分布 上 の 並行現象並 に そ

の 誘因 に 就 きて
”

（鏑 木 1922 ；英文版 は Kaburaki

1922
， PP ．58−64）を 論述 さ れ た （川 勝 1965，1968 ；

Kawakatsu 　1965，1967 参照）。 この 分野 の 研究は，

そ の 後上 野 益三 博．L一の 上高地梓川 溪谷 に お け る調 査

（上 野 1931 他），及 び 著者 の ひ と り川 勝 の
一

連 の 調

査報告 、（Kawakatsu 　1965・1967　ftU） と し て 発展 し

た。．川 勝 は ほ ぼ 50年前 に 鏑 木博 Lが 調査 さ れ た 冂

光地方 の 淡水棲 三 岐 腸 類 の 分布状 況 を 再 調 査 し，現

在 の 知見の もと に そ の 分布生態 を再検討 した い と
．
考

え て い た 。本稿は こ の 目的 の た め に 昨年夏実施 した

調査 の 報告で あ る 。

調査地 域及び方法 、

　野外調 査 は 著者 の
一

人 堀越が 川 勝 の 助言 の もとに

実施 し，そ の 採集標木 を 川 勝 が 精査 して デ T タ を 整．

理 し た 5 調査地域 は 東武鉄 道 日光 駅 か ら 中禅寺 湖 に

至 る 大谷 川 水系，中宮柯 （中禅寺 ）か ら菖蒲 ガ浜 に

至 る湖 畔 の 水 系，戦場 ガ 原湿原 か ら湯 ノ 湖 に 至 る 地．

獄川 （湯 川 ） 水 系 ，湯 元 か ら金精峠 に 至 る 白根沢水

系 で あ る。調査地 域 の 標高は 530〜2024M の 範囲

で ，計 81地 点 を 調査 し た。 調 査 は 1968年 8 月 24

日〜 28 日 と，同 9 月 8 日 に 行 な っ た。 調査方 法 は

　　Fig ．1．　 Map 　of　the 　Nikk δ National　 Park 　 showing 　 the　 distribution　 of 　 freshwater

planarians ．　 The 　 rectang 且e　 area 　 surrounded 　by 　 a 　solid 　 line　corresponds 　to 　the 　 sketch

map 　 of 　 Figure 　 2．　 The 　diStribution　in　the 　Oze ．ga ．hara　 Moor 　is　 based　 upon ．Dr ．　Kawai ’
s

Cla竜a （in　Iitt．　 and 　his　l954　article ）．　　● ： Phagoc α ta　 vivid α （llima　et 　Kaburaki）
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    N )Ei (1) ut.11<g 7" i d- V 7

data  of  81 statiens  in the Nikk6
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NationalPark

and  locality

199
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The  survey  was  made  in the statiens  within  tbe  altitude  range  frern 600 te  1860  metres.
The  data  of  stations  where  p!anarians  were  not  found were  exciuded  from  this  tabLe.
The  specimens  celtected  from  the stations  with  an  asterisk  mark  were  examined  by Ka'wa-
katsu. In histological sections  of  the  specimens  of D,jaPonica  collected  frem  the  stations
nos.  41-48, an  encloparasitic  glegarinid  species  was  detected,



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

2 e 川 勝 正 洋〜・堀越　功

丿II勝　（1955亅　1966）　トこf遊 o た。　　な i’i ，　丿lI勝 ｝よ　1946

で年夏 に 尾 瀬沼〜
日 光地 域 を 踏査 し，淡水棲 三 岐腸 類

も 多少劉察 した が ，こ の デ ー
タ は 不 明確 で あ る た め

こ こ で は 触れ な い ．

調 　査 　結 　果

　 調 査地 域内 に お け る 分布データ の うち，プ ラ ナ リ

ア 類 が 採集され た 地点だ け を Table　 l に 示 し，分

布図を Figures ユ， 2 に 示 した。当地 域 で 採集 さ れ

た 種傾は ナ ミ ウ ズ ム シ D 餌gesia 知 ♪0加 偲 ICHIKA’

WAet 　KAWAKATsu ， ミ ヤ マ ウ ズ ム シ Phagocata

vivida （IJIMA　 et 　 KABURAKI ），　カ ズ メ ウ ズ ム シ

．Polyceli∫ auriculata 　lJIMA 　 et 　KABURAKI の 3

種
．
類 で あるコ

　 a ，．大 谷川 水系

　 日光 市紳橋下 （標 高 600　M ） か ら 含満橋下 （630

−M ） ま で の 大谷 川 本流及 び 小 流 に は D ．扣 加 加 側

が 普通に 出現 し た （st ．ユ〜st ，5）。こ れ よ リ ヒ流 部

で ，古河 鉱業株式会 社 精銅 所附近 ま で の 本 流 及 び小

流 中 に は，プ ラ ナ リア 類 が 見 られ な か ．
っ た．大 木戸

（st ．16，750　M ）附近の 流水 か ら再 び ブ ラ ナ リ ア 類

が 出現 す る よ うに な り，中宮ネ司ま で の 地域 で ， D ・

」αPDnicaは 阿含滝 下．方ま
『
で （st ．16−−st ．25 ；750〜

105  M ），Ph ．　 vivida は 古 河 鉱 業 発電 所 附 近 か ら

涅 槃 ｝竜ま て／
・
　（st ．23 〜 st ．24，　st．　26 〜 5t．　28，　st．

30〜st ．3工； 950−vl250 　M ），　 Pot．　 auriculata は 栄

†喬か ら涅槃滝 ま で （sし、21〜st．28，　st．30〜st ．31；

930〜1250M ）出現 した．

　 b，中禅寺湖畔

　 中宮桐 か ら菖 蒲 ガ 浜 に 至 る 地 域 に は 多少 の 水 た ま

りが あ る 程 度 で ， プ ラ ナ リア 類 は 全 く 採 集 され な

か つ た ，

　 c．戦場 ガ 原〜湯 ノ 湖

　 菖蒲 ガ 浜 か ら戦場 ガ原 入 口 に 至 る 地獄 川 （湯川 ）

水系 で は，プ ラ ナ リア 類 は 普通 に 出現 した．　D ．

ゴαカρηf〔〕α と Ph．　 v
’ivida ；ま st．39〜st．48 （1285〜

1300　M ）に ，Pol・auriculata は 竜 頭 1竜下 ま で （st ．

39〜st ．42 ； 1285〜1300M ）出現 し た，特 に 菖蒲 ガ

浜 の 水壷厂『淡水区 水産研究所 1」光支所構内に は 湧泉

流 が 豊富 で ，多数 の 　D ．ノσカo 擁 cα と　Ph ．　 vivida

　の棲息が認 め られ た
＊ 1

。

　 戦場 ガ原 湿原 の 流 水 中で は．プ ラ ナ リア 類 は 全 く

Sl
本地点 で 採集され た D ．コ

’
aPonica に グ レ ガ リナ

　 の ユ種 の 寄生 し て い るの が 認め ら れ た （川 勝 印

　 刷中）。

採集 さ れ な か っ た 。そ し て ，湯滝附近 の 小 流 （st ・

57｝ 1460M ）か ら D ．ゴaPonica と Ph ・vivida が

出 現 した。こ れ よ り上 流 部 の 湯．元 附近 ま で の 水域 で

は ，プ ラ ナ リア 類 は 採集 さ れ なか っ た が，水産研究

所 日 光支所 の 白孑1芳
．1
．’ei一上 の 談 に よ る と ，湯 ノ湖湖

畔 の 小 流 で Ph ．　t・ivida を 観察 さ れ た と の こ と で あ

る。

　d． 白 枳 沢〜金精峠

　湯元 か ら金精峠 に 至 る 白根沢 で 計 18地点を調査

し た が ，ブ ラ ナ リ ァ 類は 全 く 採集 さ れ な か っ た．

ま　 　と 　 　め

　本稿 の 結果 と ）t較 す るた め に ，ま つ 鏑木 （1922，

P．357） の 記事 を 引用 す る と，　
c「
茲 に 稍 々 詳細 に 観

察 せ る 日 光地方 （日 光町 ， 中褝寺，湯本を含む）海

抜 五 白九十米突 よ り千 六 百二 十米突に 亘 り渦蟲 の 分

布 状 態 を考察す べ し．・…
（略）。凡 そ 冂光地方 に 廣

く生 棲 せ る は Pl．　gonocePhala （D ．；

’
aPenica ∫ 川

勝註），
Pl．　 vivida （Ph ．　 vivide ’ 川 勝 註）及 Pely・

auricutata の 三 種 に し て そ の 分布状態 に 依 り 大 略

四 區 に 分 っ を得 べ し。第一1品は H　ft町 附近 に して

Pl・gonocePhaia 最 も多 く溪 流 中 に 生棲 し，第 二 區

は 前區 よ り約八百 三 十米突に 亘 れ る 庭域 に し て 前記

三 種 の 共 存 を 見 る。第 三 區 は 約 千 三 百五 卜米突 に位

せ る 中 禅 寺 近 跨 に し て Poly 　 auricuiata 最も多 く

分布 し
， 第 四 區 は 湯本附近 に して Pl・vivida 最 も

多 く溪流 中 に 繁殖 し，Pl．　go π o ‘  肱 彪 生 棲す と雖

も湖水或 は 河 川 に 限 ら る
” t2

，

　 鏑木博 士 は こ の 観察結 果 と ヨ ー卩
ッ

パ ァ ル ブス 地

丿∫の プ ラ ナ リ ア 類の 垂 直分 布 と を 比較考察 し て ，日

本 産 の 　DugeSila ブaPonica 　（Planaria　gonoee −

Phata），　 Pe！．）
’
cetis 　 auriculata ，1）hagoceta　 vivida

（Planar
’ia　 vivid の の 分布状態 は ，三 一卩 ッ パ ．童 の

Dugesia 　 goπnocePhala （Planaria 　gonocePhala ），

Polycelis　felina（fコol）lcelis
　 cornuta ），

　 Crenobia

atpina 　（P 他 η α r 彪 atpina ） の そ れ と 類 似 し て お

り，こ れ らの 各種類 が 水系 の 下流か ら上 流 1こ向 っ て

特有 の 分布 区域 を 占有す る と考え られ た ．そ し て，

1 う し た 垂 直 分踟 を 規定す る 主 要因 は 標高差に 基 く

水温 の 違い で あ り，口本 と ヨ ーロ ッ パ との 過 去 の 気

＊2 こ の 引用 文 と 同内容の 記述 は Kaburaki （五922，

　 PP ．58〜64） 及 び鏑木 （1936 ，　PP ・506〜507）に

　 も見られ る。 なお， H 光地方か らは イ ズ ミオ オ

　 ウ ズ ム シ 　BdeltocePhala　 brunnea 　 IJIMA 　 e し

　 KABURAKI も 記 録 され．て い る 　（鏑 木 　1936 ；

　 Kaburak 五1922）o

鈩

♂

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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●

亀

候変化 の 類 似 か ら上 記 の 平行関係 が 認 め られ る の で

あ ろ うと 結論 され た （鏑木 1922
，
1936 ；　 Kaburaki

1922）。当時 の 鏑木博 上の 考察 は 目本産 の D ．ゴ  o−

nica と ヨ ー
ロ ッ

パ 庠 の D ．　genocePhata は 同
一

種

で あ り， 日 本産 の Ph・vivida と ヨ ーロ ッ パ 産 の

C・atpina は 共 に 最 も寒冷な 水 域 に 棲 息す る 氷 期 遺

留種 で あ る と す る 立 場 か ら 論述 され た もの で あ る こ

と は 疑 い な い
＊ 3。い ま，鏑木博 士 の 日 光地方 の 垂直

分布をそれ ぞ れ の 種小名 の 頭交字 を と っ て 垂直分布

型 で 示 す と，下流 か ら⊥ 流 に 向 っ て J−JAV −
（J）A

（V ）一（JA）V の よ う に な り，ヨ ーロ ン パ に お け る そ

れ は G −GF −F−FA −A の よ う に な る　〔Kawakatsu
1965，1967； 上 野 1931 参照 ）。

　上 野博士 は 1931 〜 1933年 に 中禅寺湖 か ら．ヒ流部
の 湖 沼 ・河 川 ・

湧泉 の 動物相 を調査 さ れ た が ， ブ ラ

ナ リア 類 の 記録 は 次 の 通 りで あ る　（上 野 1934，p．

257，第 17表）。D ．扣 加 痂 偲
ホ4

： 馬 返 し，柳沢川 の

下〜中流，外 山 沢川 の 下 〜中流 ， 地獄 川 の 下 〜 中

流，湯 川 の 中 〜 上 流 （標 高 830〜1460　M ＞； Ph．
vivida 　

： 地 獄 川 の 上 流 （標高 ほ ぼ 1300　M ）； Pol．

auricutata ： 自根沢 の 下〜上 流，刈込 池流 入 水 の 3

地 点 （標高 1500〜1060M ）。

　著者 らが今回 の 調 査で得た 分布データ は 鏑木 博士

の そ れ と ほ ぼ 同様 で あ るが ，大谷川水 系 の 中流 部 で

は D ．知加 耽 α が 僅 か に 出 現 した だ け で Ph ，

vivida と Poi ．　 auriculata が 出現 し なか っ た点，

菖蒲 ガ 浜 附 近 で は Pol・auricutata が 少な か っ た 点

で 異な っ て い る。こ の 原因 は ， 恐 らくは 河川 の 汚水

化 に 1半な う もの で ， 特 に 水質変化 に 対 して 最 も弱 い

“Pel．　auricuiata が 減少 し た もの と 推定 さ れ る。Ph ．

＊ 3
　鏑オ＜　（1922 ，　1936），　Kaburaki 　（1922＞　｝こ二軒i　Ph．

　 vivida が 立 山 ミ ク リ ケ 池 や 洞 穴 （玄武洞 ；当時

　 本種 の 分 布 南 限 と考 え られ た ） に 分布 し ，　 Pol．

　 auriculata よ 1）も高 山地帯 の 冷水域 に 棲息す る

　 と記され て お り ， こ の 考え 方 が 博 土 の 分 布論の

　 有力 な根拠 に な っ た と推定 さ れ る。 なお ，鏑木

　 （1936，p．507） に は Ph ．　 vivida と 同種 とみな

　 され る種 が バ イ カ ル 湖 に 産す る とい う 記述 が あ

　 る が， こ の 問題 に つ い て は 分類学的 な 立 場 か ら

　 別報で 詳述 した い 。
411

上 野 （1931 、
1934

， P・325）は 口光地方 の プ ラ ナ

　　リア 類 の 分 布 に つ い て 触 れ， D ．joPonieaは 大

　 形溪流 に 多 く，Ph．　vivida は 溪流 の 上 部 あ る い

　 は 極小 形溪流 に 多 く， その 中問 の 小 形溪流 に

　　Po ム auriculata が 分布す る こ とを認め て い る。
　　しか し，垂直分布は，地 域 に よ っ て は 必ず し も

　
一一

定 の 型 に あ て は ま らな い こ と を指摘 して い る。

vivida は Pol．　 auric “ tata よ り も 水質変化 に 対 し

て 強 く．D ，扣♪0 π ゴ偲 は か な りの 汚水 に も棲息 し得

る 種類 で あ る （Kawakatsu 　 1965）。

　奥 艮 光 の 尾瀬ガ原地域 の プ ラ ナ リア 類 は ほ と ん ど

調 査 さ れ て い な い が ，川 上 川 及 び 沼 尻 川 で Ph・

vivida が 採 集 さ れ て い る 　（標 高 1380　M ； 川 合

1954）
＊50

　上 述 し た 総 て の データ を含め て 日光国立公園地域

に お け る プ ラ ナ リア 類 の 垂 直分布 を考察す る と， 3

種 の 垂 直分布範囲 は ，D ．1
’
aPonica が 60 〜1460M ，

Ph ，　vivida 　rbl　95 〜1460　M ，　Pot．　auriculata 　カs

930〜1e6eM で あ る 、 こ れ を 垂 直分布型 で 示す と，

ほ ぼ J−JVA −A の よ うに な る 。
　 Kawakatsu （1965，

1967） は 日本列島 に 分布す る プ ラ ナ リア 類 5 種 が 示

す垂直分布 に つ い て 地域的 な 型が あ り ， 1
’
aPonica ・

vivida ・auriculata 地域 に みられ る 模 式的 な 垂 直分

布 型 は 」−JV−JAV −AV ・−V （中部 〜関東地方）及 び

J−JV−IVA −VA −A （東 北 地 方）で あ る こ と を指摘 し

た。即ち，中部〜関東地方で は Ph・vivida が Pol・

auriculata よ りも標高 の 高 い 地域 に 分布 し て い る

が，東北地方 で は Pol．　auriculata が Ph ・vivida

よ り も標高 の 高い 地域 に 分布 して い る s6。　 Kawa −

katsu （1965）が こ れ ら の 問題に つ い て 論議 した当

時 は ，中部地方東南部 ，関東地 方 及 び 東北 地 方 中 〜

南部 に つ い て は ほ と ん ど データ が な か っ た け れ ど

も ， 現在で は こ れ らの 地域 か らもか なりの デ ータ が

報告さ れ て い る （茅根 1961 ； 古内 ig68 ； 古内 ・武

藤 1968；原 1968，1969； 上 口 1967； 川勝 1961a，

b ；川 勝
・
手代木

・
八 木橋 1967，1969；川勝

・
手代

木 ・石 岡 ・笠原 1968 …川 勝 ・手代木他 原稿 ； 久賀

谷 1963 ； 寺山
・成 田 ・桜田 ・

原 田 1968）。
こ れ らの

報告 の うち ． 茅根 （1961）及 び久賀谷 （1963）の 阿武

隅山脈 南部 （八溝山
・
花園山他） の 分布デ

ータ は や

や不 完全 な もの で あ るが ，
D ・知 ρ0 所 偲 ，　Ph ・vivida ，

Pol．　 auriculata の 3 種 の 垂直分布範囲 は そ れ ぞれ

320〜760M ，400〜880M ，63  〜910M と 言己録 さ

れ て い る。堀 越 の 調 査 デ ー
タ に よ る と，茨 城 県 筑 波

山 （標高 876M ） に は 1）・釦 ♪o 箆Ifα と Ph ．　vivida

ii
こ の 採集記録 は ，川 合禎次博上 の 報告 に は 記載 さ

　 れ て い な い が ， 1955年 3 月 2 日 付 の 私信 に よ っ

　 た．
蝿

日本列島 に お け る プ ラ ナ 丿ア類 の 垂直分布を規

　 定す る 主 要 因 は そ れ ぞ れ の 種 の 移 住 経 路 とそ の

　 時期，及 び 種 の 棲息水温範囲 の 差異 に よ る も の

　 と考
1
え られ る。こ の 問題は Kawakatsu （1965，

　 1967） に 詳述 した。
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2 2 川 勝正 治 ・堀 越 　功

が 分布 して い る．従 っ て ， 関東東北 部 の 垂 直分布・

型 は Kawakatsu （1965，1967）の J−jV−JVA −

VA −A に あた る。古内 （1968） 及 び 古内
・
武藤

（1968） の 阿武隅 山脈中部 （大滝根山他） の 垂直分

布型 も上記 の 型 で あ る。他方，原 （1968，1969）の

伊 那 谷及 び 赤石 山脈中〜北 部 の 垂 直 分 布 型 は 」−jv
−JAV −AV −V で あ る。 こ こ に 報告す る 日光国 立 公

園地域 の 垂直分布型 （」
−JVA −A ＞は Kawakatsu

（1965，1967） の J−JV−JVA −VA −A に 含 まれ る も

の で あ るが ，火山地 帯 と湿 原
・湖 沼 とい う地形，温

泉 水 の 流人 及 び 人家 と工 場 か らの 排水 の 流 入 に 伴 う

水質悪化 な ど の 原因 に よ っ て ，JV 及 び VA の 区 域

が 明瞭 で な い もの と 推定 し得 る 。なお ，今回の 調査

に お け る種 の 棲息水温範囲 は，D ．知 加 所 偲 （9・O〜

160°C），　Ph ．　vivida 　（9．0〜16．0°C），　Pol・　auri −

culata （102 〜16．Oec）で あ っ た。

　本 稿 で は 閨東地方北部 に 位 置す る 日 光国立 公 園地

域 の 垂 直 分 布 型 が 東北地方 の それ と 同 じ で あ る と い

う事実を指摘す る に と どめ ，こ の 点 に っ い て Kawa ・

katsu （1965） の 記 述 を修 正 す る 必 要が あ る か ど う

か は ， 今後三 国山 脈
・
関東山 脈 の 分布が 明らか に さ

れ た の ち に 考察を 加 え た い （Kawakatsu 　 1967，　P・

131，Note　2 参照）、

参考地 図　 国 土 地 理 院発行　 20万 分 ノ 1地 勢図

日光 ； 同 5 万 分 ノ 1 地形図 　H 光 ・燧 ケ 岳 ・男体

山
・
藤原

・
追 H．
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．．一
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文

　 日 光国立公 園地 域 の 淡水棲 三 岐 腸 類 は 鏑木 （1922，

1936），Kaburaki （1922），　 L野 （1934）らに よ って

報告 され て い る．著者 らは 当地域 の 分布を 再調査

し，既報 の デー9 を含め て 本動 物 群 の 垂 直分布 の 間

寇 を 再検討 し た ，　当地 域 に は Dugesia　 j
’
aPonica

ICHIKAWA 　 et 　KAWAKA 厂
rsu ，　 Phagocata 　 vivida

（IJIMA 　et 　KABURAK 匸），　 Polycelis　auricutata

IJ［MA 　et　KABURAKI が広 く分布 し て お り，　 Bdel −

loce♪hala　 brunnea 　IJtMA 　 et 　KABURAK ［ も記録

さ れ て い る が （鏑木 1922 他に よ る），今回は 記録

され な か っ た sD
．　iaPonica（J），　 Ph．　vivida （V ），

Po’．　 auriculata （A ） の 3種 が 示す 垂 直 分 布型 は

J−JVA −A ’c・，　 Kawakatsu （1965，1967）が東北

地 方 の 模式的 な 分布型 と して 示 し た J−JV −JVA −

VA −A に含ま れ る もの で あ る。 即 ち，　 Pol・auri −

cuiata が Ph．　 vivida よ り も標高の 高い 地域 の 水

域 ま で 出現す る。
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